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１ 津波被災農地のほ場整備とは？ 

東日本大震災の津波により津波被害を受けた農地は、除塩作業の実施により、平成２４年度まで

に営農を再開しましたが、ほ場の大区画化や担い手農家への農用地利用集積により農村地域の復興

を図ることを目的に、いわき地方では３地区（下仁井田地区（四倉町）、錦・関田地区（錦町、勿

来町）、夏井地区（平））約２５３haのほ場整備を行っています。 

 ほ場整備とは、不整形なほ場や小さい区画のほ場を３０ａ（3,000㎡）以上のほ場に整備し、道

路や水路の整備を併せて行うことにより、大型の農業機械の導入や水管理のしやすいほ場とするこ

とです。当所では、いわき地方では５０a（5,000㎡）～８０a（8,000㎡）の大区画のほ場を整備

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内３地区のほ場整備により、対象地区すべての農地を、計画の１年前倒しで営農開

始となるよう工事が進んでいます。 
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ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 

 

（夏井地区津波による湛水状況） 

海岸は、新舞子ビーチ（現在、閉鎖中）付近 

（錦・関田地区津波被害状況） 

 とても大きい旬の梨「新高」。 

１１月にはベトナムで販売予定です！ 
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２ 担い手農家への農用地利用集積とは？ 

 地域で農業の核となる認定農業者や農事組合法人へ、賃貸借や農作業受委託等により農地をまと

めて、経営規模の拡大を図ることにより、効率的な農業経営を行うことです。 

 下仁井田地区では認定農業者３名、錦・関田地区では認定農業者４名＋１法人、夏井地区では認

定農業者６名＋１法人に平成２８年度末までに121.6ha（48.2％）の集積が計られ、今後更に農

地を集め効率的な農業経営を目指していきます。 

３ いつ整備が完了するのですか？ 

平成２９年春までに約２５３haの８１％の２０６haで営農を開始しており、平成３０年の春には

計画の１年前倒しですべての農地で、営農が開始できるよう急ピッチで工事を行っています。 

 また、東日本大震災による地盤沈下による湛水に対応するため、排水ポンプの整備も併せて行っ

ており、ほ場整備と同様に計画の１年前倒しで平成３０年度中にはすべての排水ポンプが稼働する

予定です。                                 （農村整備部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （H29.7 夏井地区整備後） （H27.1 夏井地区整備前） 

（下仁井田地区作付け状況） 
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【環境と共生する農業とは】 

 農業の持つ物質循環機能を生かし、生産性との調和に留意しつつ、土づくり等を通じて化学肥料・

化学合成農薬の使用削減等による環境負荷の軽減に配慮した農業のことです。 

 環境と共生する農業に取り組まれている農業者の方のために、＜エコファーマー＞、＜特別栽培

農産物＞、＜有機栽培農産物＞の３つの認定制度があります。 

 

＜エコファーマー＞ 

エコファーマーとは、堆肥等の有機質を活用した土作りと併せて、化学肥

料・化学合成農薬の使用量低減等を位置づけた持続性の高い農業生産方式を

導入する計画書を各作目・作型ごとに作成し、知事から認定を受けた農業者

です。いわき市では現在４８３件（Ｈ２９．９月時点）が認定されており、

環境に配慮した農業生産を行っています。 

 エコファーマーになると、エコファーマーＰＲマークやエコ農産物ＰＲマ

ークを使用することができ、知事の認定を受けた農業者であること、認定さ

れた導入計画に基づいて栽培された農産物であることを示すことができま

す。 

 

エコファーマー・エコ農産物 

ＰＲマーク 

＜特別栽培＞ 

特別栽培とは、化学農薬の使用回数と化学肥料の窒素成分を、県で定

めている慣行使用基準の５０％以下にして栽培することです。 

 県では，「福島県特別栽培農産物認証制度」による第三者認証制度が

あり、いわき市では、トマト、ネギ、水稲１６件が特別栽培農産物とし

て認証されています。認証された農産物や包装には認証票を標記するこ

とができます。 

 特別栽培農産物「親バカトマト」 

＜有機農業＞ 

有機農業とは、化学肥料、化学合成農薬を使用せず、遺伝子組み換え技術を利用

しないことを基本として、環境への負荷をできる限り少なくする農業生産の方式を

言います。また、更に第三者から認証を受けた有機農産物には、有機ＪＡＳマーク

を使用することができ、｢有機〇〇｣や｢オーガニック〇〇｣などと表示して販売する

ことができます。 

現在、いわき市内で第三者認証を受けている有機農業ほ場は、2.4ha（H28、県

調べ）となっています。一方、第三者認証は受けてはいませんが、有機農業に相当

する生産を行い、消費者等と相対販売などを通じて経営を行う農業者も見られます

（4.2ha、Ｈ２８、県調べ）。 

 県では、平成２９年度より有機ＪＡＳ認証に係る費用や有機農業に利用する機械・施設へ助成する「環境に

やさしい農業拡大推進事業」を創設しました。 

 

有機ＪＡＳマーク 

出典：農林水産省 

    Web サイト 
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【県の取り組み】 

 県では、この３つの認定制度に興味のある農業者や、取り

組んでいる農業者に技術・経営指導や、事業申請支援を行っ

ています。 

 エコファーマーについては、さらに理解を深めていただく

ため、研修会やセミナーを開催する予定です。 

 有機農業については、県内各方部に有機農業推進担当を置

き（浜通り担当は、相双農林事務所双葉農業普及所に配置）、

有機農業推進にあたっています。７月には、消費者にもっと

有機農業を応援していただけるよう、市内幼稚園児とその

保護者に対して、オーガニックじゃがいも掘りと有機ＪＡ

Ｓマークを理解していただく現地セミナーを開催しまし

た。また、今年度は有機農業の応用的技術の実証・確立に

向け、（表１）の技術実証に取り組んでいます。 

 環境と共生する農業に興味のある方はぜひ下記へお問い

合わせください。 

（農業振興普及部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

品 目 設置場所 実証技術 

水稲 南相馬市 原町区 屑大豆等有機物施用と敵期の機械除草を組み合わせ

た効果の高い除草技術体系 

野菜（オクラ、そら

まめ） 

いわき市 平下大越 野菜類の畝間に麦類を播種したリビングマルチによ

る省力的な除草技術の実証 

 平成２２年度 平成２８年度 

県全体 ２８２ １８７ 

うち 浜通り ９７ １９ 

   いわき ３.７ ２.４ 

（麦リビングマルチを利用した実証） 

（オーガニックじゃがいも掘りの様子） 

 

福島県いわき農林事務所 

農業振興普及部 

◆ＴＥＬ：0246-24-616１ 

 

お問い合わせ （表２）有機農場ほ場面積       （単位：ha） 

（表１）平成２９年度の相双・いわき地域における有機農業技術実証

ほ 

福島県調べ 
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いわき地方振興局、いわき農林事務所主催の「いわきの今を見に行く！モニターバスツアー」を

実施しました。このバスツアーは首都圏の大学生を対象とし、福島県の農林水産物の安全・安心の

取組や復興状況等を直に見て体感してもらうことを目的としており、今年で５年目になります。 

各回とも３５名、計７０名の首都圏１０大学の学生等が参加したほか、第１回にはいわき明星大

学から２名参加し、参加者たちはいわき各地を見学しながら交流を深めました。 

さらに、今回の体験を家族や友人に伝えたり、ＳＮＳで共有したりと情報発信をしてもらうこと

によって、福島の魅力や農林水産物の安全性などの情報が広がることが期待されます。（企画部） 

首都圏の大学生がいわきの「今」を見学！〔第１回:１０月１４日（土）・第２回:２１日（土）〕 

バスツアー見学ルート 

④いわき沿岸の復興

状況見学（岩間町） 

復興状況見学 

②ＪＡ福島さくら  

第６営農経済センター（渡辺町） 

米の全量全袋検査見学 

③アクアマリンふくしま 

 いわき・ら・ら・ミュウ（小名浜） 

講義（アクアマリンの復興・水産物

のモニタリング検査・海岸沿いの復

興について） 

① ワンダーファーム（四倉町） 

施設概要・GAP 等説明/選果場見
学/トマトの摘み取り体験/昼食
「森のキッチン」ビュッフェ 

（トマト摘み取り体験） 

（ベルトコンベア式検査機器の見学） 

（アクアマリンふくしまにて、建設事務所 

遠藤課長による海岸復興の説明） 
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今年10月１日に全線開通20周年を迎えた磐越自動車道が

通るなど、交通上密接なかかわりのある“いわき・県中・会津

地方”のそれぞれの魅力を PR するイベントを、道の駅あいづ

湯川・会津坂下にて、各地方と連携して開催しました。 

 当日は、３地方それぞれの魅力が詰まった産品販売や各地方

の伝統芸能等を披露するステージが行われました。いわきブー

スでは、郷土料理さんまのポーポー焼きやウニの貝焼き、かま

ぼこ、梨、6 次化商品などが販売され、多くの来場者が買い求

めていたほか、“いわきの海の生き物と触れ合える”タッチプ

ールは子ども連れに人気を博していました。また、数量限定で振る舞ったいわき市の魚メヒカリの

唐揚げは特に好評で、いわきの海の幸の PR を行うことができました。   （いわき地方振興局） 

参加した大学生の主な感想 

・様々な分野のいわきの方の思いを聞き、「もっと知りたい」と思うきっかけとなった。 

・厳密な検査をしているので、福島の食べ物はかなり安全度が高いということが分かった。 

・初めて福島に来てみて、風評被害でいかに不安があおられているかを思い知った。 

・復興に向けて取り組んでいる姿に感動した。福島県の方は皆温かくて、非常に良い場所だと思った。 

・テレビでは伝わらない福島のパワーを感じた。 

・私たちも福島の農林水産物の安全さを発信する必要があると思った。 

・「買う」「伝える」ことで自分も福島復興の力になりたい。 

・実際に見て、食べて、話を聞くことで、福島の安全性を感じるだけでなく、福島がとても好きになった。 

「いわき×県中×会津」魅力満載！フェスタ開催 〔９月１８日（月・祝）〕 

（旬のサンシャインいわき梨 
「豊水」も販売） 

④ いわき沿岸の復興状況見学 

 

① ワンダーファーム 

 

元木社長（左）による説明 新鮮野菜豊富なビュッフェ 

② ＪＡ福島さくら第六営農経済センター 

 

高萩係長（右）による現地説明 

③ アクアマリンふくしま、いわき・ら・ら・ミュウ 

 

「潮目」の海を表す 

三角形のトンネルが見所の一つ 

岩間地区の復旧状況 

海岸堤防内側に防災緑地の工事中

（左上は常磐共同火力発電所） 

水口観光交流チームリーダー

（左）、富原環境研究所チーム

リーダー（右）による説明 
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いわき市泉のいわき市立玉露保育所にて、JA 福島さくらいわ

き梨部会と JA 福島さくらいわき地区本部共催の「サンシャイ

ンいわき梨祭り」が開催されました。 

梨生産部会の大森代表、JA 福島さくらいわき地区本部の大和

田本部長、株式会社平果の鈴木会長のあいさつの後、各来賓か

ら園児たちに「豊水梨」が手渡されました。園児からは、お礼

のことばと、手作りの「感謝状」が贈られました。 

試食では、子どもたちに大人気のいわき農産物マスコットキ

ャラクター「なしポチ」も登場し、園児たちは大喜びで「なしあまーい！おいしーい！」と声を上

げながら、ひとくちでは食べきれない大玉の梨を元気いっぱいほおばっていました。 

（農業振興普及部） 

平成２９年度福島県高病原性及び低病原性鳥インフルエン

ザ対策いわき地方連絡会議を開催しました。 

 家きん（鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、七面鳥など）

において高病原性鳥インフルエンザが発生した場合は、拡散防

止のため、速やかに防疫措置をする必要があります。 

昨シーズン、福島県内の家きんでの発生はありませんでした

が、全国的には高病原性鳥インフルエンザが多発し、県内にお

いてもいつ発生してもおかしくない状況となりました。 

 今回の会議では関係機関、団体の担当職員が高病原性鳥インフルエンザ発生時に適切に対応でき

るよう、情報の共有や初動対応等を確認しました。 

高病原性鳥インフルエンザ発生のリスクが高まる本格的なシーズン到来に向けて、万全の体制を

整備してまいります。                          （農業振興普及部） 

福島県県南地方・南会津地方・いわき地方の「おいしい！」

が大集合するイベントに出展し、いわき市の PRを行いました。 

 いわきブースでは、いわき市のトマトや梨、旬を迎えたイチ

ジク、いわきねぎなどのいわきを代表する農産物のほか、郷土

料理さんまのポーポー焼きなどの「常磐もの」の販売を行いま

した。 

 特に農産物が好評で、試食を提供すると、「甘い」、「みずみ

ずしい」といった感想があがり、首都圏在住者に対して、いわ

き市の食の魅力をＰＲすることができました。             （いわき地方振興局） 

       高病原性鳥インフルエンザ初動対応を確認！〔１０月１８日（水）〕 

  「ふくしまの旬の食＆ご当地キャラフェスタin羽生ＰＡ」開催〔９月３０日（土）〕 

「サンシャインいわき梨祭り」開催     〔９月１９日（火）〕 

（「なしポチ」と豊水梨の試食） 

（いわき市の旬の農産物が満載！） 

（連絡会議の様子） 
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都市圏の方々を対象として福島の漁業の現状を学んでもらう

スタディーツアーが開催されました。本ツアーは、福島大学の

学生を中心に組織するスタふくプロジェクトが企画・運営し、

平成 24 年から毎年開催されてきたもので、今年で 6 回目にな

ります。初日に、福島の漁業の現状について、水産試験場から

説明を受け、いわき市漁協の漁業者 18 名と懇親会で親睦を深

めました。2 日目には、沼之内魚市場で試験操業の入札販売の

様子を、漁船に乗船して船曳網漁業の操業風景を見学し、乗船できた参加者は大変喜んでいました。 

 この機会に福島の漁業への感心を高めた参加者も多く、こうした体験を地元でも積極的に情報発

信してくださっているとのことです。また、過去の参加者が東京で集まり、試験操業の水揚物を用

いた料理教室を開催するなど、福島の漁業のファンクラブとして活動しています。（水産事務所） 

小名浜アクアマリンパークにおいて、「Iwaki Laiki」米粉フェ

スタ２０１７が開催され、約４万５千人が来場しました。いわ

き市や JA、米の卸問屋などで結成された「Iwaki Laiki」戦略ブ

ランド化推進本部が主催しました。 

 当イベントは、６次化商品の開発等によるいわき産米のイメ

ージ回復と消費拡大、風評の払拭を目的に開催されました。 

 会場には地元の企業や高校などが出店し、いわき産コシヒカ

リ「Iwaki Laiki」の米粉を使用したパスタやピザ、すいとんなどのほか、米粉入りのジェラートな

どのスイーツが販売されました。また、農林水産省「料理マスタ

ーズ」受賞のフランス料理店「Hagi」のオーナーシェフ監修に

よる水餃子やチヂミなども出品され賑わいをみせました。ステー

ジでは、ファイヤーナイフダンスやフラダンスのイベントも行わ

れ、会場をより一層盛り上げました。（いわき地方振興局） 

 

 

「Iwaki Laiki」（いわきライキ）は、いわ 

き産米のイメージを回復させることを目的 

に、平成２６年１０月につくられたブラン 

ド米で、全国有数の日照時間を誇るいわき 

市でミネラル豊富な肥沃な土地と澄んだ水 

によって育まれた「いわき産コシヒカリ」 

です。いわきが生んだ白いダイヤ「Iwaki 

 Laiki」をぜひご賞味ください。 

★「Laiki」（ライキ） 

･･･「神聖な食べ物である米」を 

意味するハワイ語。 

福島大学スタディーツアー 〔９月２６日（木）・２７日（金）〕 

（乗船体験の様子） 

「Iwaki Laiki」米粉フェスタ 〔９月３０日（土）・１０月１日（日）〕 

（ステージイベントも大好評） 

「Iwaki Laiki」について 

（米粉のピザ・ジェラート） 



 

- 9 - 

□ 農林畜産物の検査結果 

１３品目２７検体を検査した結果、クリ１検体が基準値を超過しましたが他２６検体は基準値以下でし

た。内訳は（表１、２）のとおりです。また、出荷制限状況は（表３）のとおりです。（企画部） 

 

 

 

 

 

□ 海産魚介類の検査結果 

6７１検体の魚介類を検査し、放射性セシウムの基準値

（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。 

 放射性セシウムの検出限界値未満（以下、ＮＤ）の割合

は、平成29年９月には97.７％となっています。９月３０

日現在の出荷制限等指示魚種は（表）の１０種類になって

います。 

                    （水産事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制限、自粛 区  分 品  目 

出荷制限 
山 菜 たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ（摂取も制限） 

出荷自粛 

山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

果 物 クリ（該当生産者に限る） 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（平成２９年９月分） 

（表）海産魚介類に関する国の出荷制限等

指示 
ウミタナゴ   サクラマス   ムラソイ 

カサゴ     シロメバル   ビノスガイ 

キツネメバル  スズキ 

クロダイ    ヌマガレイ 

 

（表３）出荷制限および出荷自粛品目（９月末現在） 

（表１）放射性セシウムが基準値以下の品目と検体数 

 

イチジク １、クリ ４、ブドウ(施設) １、日本ナシ １、エリンギ

（施設）１、菌床うすひらたけ（施設） １、菌床しいたけ（施設）

４、菌床なめこ（施設）３、原木しいたけ（施設）１、原木ひらた

け（露地）１、小豆 １、牛肉 ３、原乳 ４ 

平成２９年９月３０日現在 

サケさし網漁が始まりました 

10 月 4 日にいわき市漁協沼之内支所魚市場、小名浜魚市場
において、さし網※で漁獲されたサケの初水揚げがありました。
本県で水揚げされるサケはシロザケでこの日の沼之内支所魚市
場では、メス 86kg、オス 181kg が水揚げされました。 
シロザケは、イクラの原料となる魚卵をもつメスの方が高値で
取引され、この日もメスはオスの 2 倍以上の単価で入札されま
した。 
 
※魚の通り道に帯状の網を仕掛け、網目に刺さった 

魚をとる漁法。 

クリ（１１０Ｂq/kg） 

（表２）放射性セシウムが基準値
を超過した品目と検体数 
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第３回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

■日 時：平成２９年１１月１２日（日）10：00～ 

■場 所：ワンダーファーム 

■主 催：福島県いわき農林事務所 

消費者へ県産農林水産物の美味しさや安全性を再認識していただき、風評払拭・消費拡大を実現するため、

消費拡大キャンペーンとして「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを実施しています。 

当日、ワンダーファームでは、「ママフェス」を開催予定です。 

「ふくしま おさかなフェスティバル in いわき」 

■日 時：平成２９年１１月１２日（日）10：00～15：00 

■場 所：小名浜魚市場 

■主 催：福島県 

サンマつかみ取り、漁協女性部の食べ物コーナー、ホシガレイ稚魚の放流体験、県調査船「いわき丸」

乗船体験など多彩な企画をご用意しています。ふくしまの漁業を学び、地域を盛り上げましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベント情報 

林業コンクールは、林業技術の向上と林業経営の改善を図り、本県林

業の発展を推進するため開催されております。 

 今回、間伐部門で県知事賞を受賞した三和町の草野平治さんは、所有

山林の整備を熱心に行っており、受賞の対象となったヒノキ林は、１０

０年の長伐期を目指し施業を行ってきました。林内は、十分な枝打ちが

行われており、また適期に間伐が行われていることからすがすがしい空

気が感じられます。 

草野平治さん、平成２９年度福島県林業
コンクールで知事賞を受賞 

受
賞
し
た
草
野
氏
の
ヒ
ノ
キ
林
（
三
和
町
） 

田人中学校は、地域を学ぶ「たびと学」を実践しており、その

一環として震災の影響で一時活動を休止していた学校林の整備

を再開し、地元の林業研究グループの指導を受けて地域と一体と

なった森林整備活動を行い、さらに森林の整備で発生した間伐材

を利用してコースターを作成し、震災の時に支援を受けた宮崎県

の中学校に贈っています。これらの取組みが高く評価され、今回

県知事賞に選ばれました。 

田人中学校、第６８回福島県学校関係緑化コンクールで 
知事賞を受賞 

学校関係緑化コンクールは、緑化教育の一層の推進を図るため実施しているもので、特に森林を計

画的に活用し、生徒への緑化教育や生産活動、体験活動を通じて顕著な効果を上げた学校を対象に実

施しています。 

地元の林業研究グループ員から間
伐作業の手順を学ぶ様子 



 

- 11 - 

平成３０年６月１０日（日）に福島県南相馬

市で開催される国土緑化運動行事「第６９回全

国植樹祭」の一般参加者（県内公募）を募集中

です。 

 申込み期間は１１月３０日（木）まで。応募

方法はインターネットによる申込みのほか、持

参又は郵送となっています。 

 参加者の皆さんには、南相馬市で開催される

全国植樹祭の式典行事や記念植樹に参加してい

ただきます。式典行事では、天皇皇后両陛下に

よるお手植え・お手播きや、福島の復興・再生

をテーマとしたアトラクションなどが行われま

す。また、記念植樹では、東日本大震災による

津波で大きな被害を受けた海岸防災林を再生す

るため、クロマツやコナラなどを植樹する予定

です。 

募集の概要は以下のとおりですが、詳しくは、

全国植樹祭推進室のホームページを御覧くださ

い。 

～募集の概要～ 

１ 開 催 日 平成 30 年 6 月 10 日（日） 

２ 場    所 南相馬市原町区雫地内の海岸防災林整備地 

３ 募 集 人 数 1,500 人（応募者多数の場合は抽選を行います。） 

４ 申込受付期間 平成 29 年 10 月 2 日（月）～平成 29 年 11 月 30 日（木） 

５ 応 募 資 格 福島県内在住で、満 18 歳以上（平成 30 年 4 月 1 日現在）の方。 

        満６歳以上１８歳未満の方の参加には保護者の承諾が必要です。 

６ 応 募 方 法 （１）インターネットでの申込（推奨） 

（２）専用の応募用紙を郵送又は持参 

７ お 問 合 せ 先 

 第 69 回全国植樹祭福島県実行委員会事務局（福島県農林水産部全国植樹祭推進室内） 

 電話 024-521-8655   FAX 024-521-8658 

 電子メール syokujusai@pref.fukushima.lg.jp 

                                  で検索 

 

なお、いわき農林事務所森林林業部にも応募ガイドがありますので、お問い合わせください。 

第６９回全国植樹祭一般参加者（県内公募）募集中！ 

福島県全国植樹祭 

mailto:syokujusai@pref.fukushima.lg.jp


 

- 12 - 

（左から：岩崎氏・小島氏） 

） 

ＧＡＰ認証取得事例紹介～あかい菜園株式会社～ 

今年３月にJＧＡＰ認証を取得した農業生産法人あかい菜園(株)の、

ＧＡＰ担当の小島直記氏と栽培担当の岩崎優氏にお話を伺いました。 

社内で曖昧だった部分をはっきりさせ、生産効率向上を図るためにも、

ＧＡＰ認証は社内をより良くできるチャンスと考え、導入を決断されま

した。導入後には、設備・在庫管理を徹底することによって、経営ロス

の削減や作業効率の向上、労働環境の改善につなげました。また、社内

のルール作成・周知によって、管理者から従業員への指導に一貫性が生

まれ、従業員も根拠を理解して作業に取り組めるようになったといいます。 

小島氏は「ＧＡＰ導入をきっかけに、社内で振り返りを行う機会ができた。安全・安心な生産がしっかりと

できているか振り返ることにより、生産した作物に改めて自信を持つことができる。」と強調されていました。 

 

 

 

 

 

☆ＧＡＰ導入による改善箇所 

蛍光灯へカバー設置 

→飛散防止し、異物混入を予防 

転倒注意の掲示 

→労働災害を未然に防ぐ 

段ボールの用途を表示 

→見える化・効率化 

電解水ボトルと作業用 

ハサミをロッカーで整理 
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本コーナーでは、いわき管内の県農林水産関係機関の業務を紹

介します。今回は、水産事務所を紹介します。 

福島県水産事務所は、主に浜通り地域を所管する事務所で、総

務課と漁業振興課からなり、水産業協同組合法等に基づく組合へ

の運営指導や漁業者への金融支援、漁業の許認可や漁船登録事務、

漁業取締船「あづま」等による漁業指導の他に、水産資源の持続

的利用に向けた漁業者による栽培漁業等の支援や、漁業復興に向

けた、漁業の生産基盤の復旧等支援、漁業担い手の活動支援、東

日本大震災等で自粛している沿岸漁業の操業再開支援に取り組ん

でおります。 

 さらに、今年度より本県水産物に特徴を持たせ、競争力を強化し

て、販路を拡大することを目的とし、第三者による認証制度「水産

エコラベル」認証取得の支援、認証水産物の流通支援に取り組んで

おります。 

 現在、県内各河川ではサケの遡上が始まっておりますが、河川及

び河口付近では、サケの採捕は法令等により禁止されており、当所

でも巡回取締りを行っておりますが、これらの場所でサケを採捕されないよう、ご注意願います。 

 

 

 

このキャッチフレーズには、「燦々と降り注ぐいわきの

太陽の光のように、農林業に携わるすべての人に、一日で

も早く真の笑顔があふれるよう、所員が一丸となってスピ

ード感と緊張感を持って目に見える成果を求めていく」と

いう思いを込めています。 

いわき管内の 県農林水産部関係機関 業務紹介 

水産事務所の主な業務 

・漁業の生産基盤の復旧等支援 
・漁業担い手支援 
・漁業再開支援 

・水産業協同組合法等に基づく常例検査等 
・「県一漁協」合併支援指導 
・制度資金による漁業者支援 

・栽培漁業への支援 
・漁業の許認可 
・漁船登録等 

・漁業取締 
・福島県水産物競争力強化支援 

（漁業取締船「あづま」） 


